



























































































































































































京都大学名誉教授加 茂 幸 介
この度，本研究所の 45周年小史に前例のない一文の依頼がありました．依頼の趣旨は，
面改組となり小史の内容は！日体制のまとめとし 40周年以後の退官者に一文を，という事でし
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平成 5.4. 1 文部省令第17号により，地域防災システム研究センターが設置される．
































教 授 助教授 助 手 文部技官 京高 貝
地 動研究部門 入倉孝次郎 松波孝治 岩田知孝
塑性構造耐震研究部門 野中泰ニ郎 正愛
脆性構造耐震研究部門 藤原悌三 鈴木祥之
酎 礎研究部門 佐藤忠信 北 勝利 清水博樹
士官 研究部門 園枝治郎 諸問繁洋 市川信夫
砂防研究部門 高橋 保 中川 里深好文 吉田義則
JI i災 研究部門 椎葉充晴 中村行雄







地すべり研 部門 佐々 恭二 末峯 竹内篤雄
鮮
耐風構造研究部門 i桂 JI顕治｜ ！丸山 敬 羽野淳介
泰雄 杉政和光
災害気候研究部門 村松久史 田中正昭 憲敬 多湾英雄
暴風雨災害研究部門 光田 ターEコ古＝ー1マ『 石 川裕彦 堀口光章










穂 砂防観測所 （高橋保） 津田豊明 志田正雄
徳島地すべり観測所 （佐々 恭二） 福岡 浩 小間利史
大潟波浪観灘所 白井 －：了=r 内山
（所長兼）
3. 5 
教 授 助教授 助 文部技宮 補佐
地域防災システム ［（高橋保）
研究センター 河田 春男 田中 聡
武藤 直＊





地 発生機 充彦 柳谷 俊 小泉 誠｜ 孝子
細
士官 テクトニクス 安藤雅孝 平原和朗 根岸弘明 松尾
山
地 殻 λ~、－ 動 田中 土語
大谷
地 活 i竹内
地 失自 則彦 大志万直人小泉尚嗣
地 予知 松村 森井 瓦











J士i会J己、 移 測班｜ l梅田藤弘｜中村佳重郎！中J1 渥
丸出茂徳＊
6 
務部 I［事務部長］ ［総務課長］ 庶務掛
























8 第 1章総 説







地 テクトニクス 安藤雅孝 根岸 ヲム
地 発 機構 島田充彦 柳谷 正E九久 長尾孝子
土也 殻 λ多／Jζ、 動 田中 土居 光 小泉律子
園宏
文夫
土也 震 渡辺邦彦 片尾 ｜竹内靖子
地震予知 測住友知彦 大志万直人 小泉尚嗣
（センター 長兼）
i森井 瓦









火山 火予知 和弘 井口正人 江頭庸夫
（センター 長兼） 西 潔
大介 園田忠臣
水資源研究センター







百大災 過 i河田恵昭 ｜田中 聡
（センター 長兼）
災 情報システム｜林 西上欽也
被 抑止システム 赤松 ｜北原昭男
笹本 松林宇…郎務
広瀬弘忠、＊ 角本
技術 I ［技術室長〕 ［企酉構報班長］







































































































































































































棚 26. 4.21～28. 4.30 
速水煩一郎 28. 5. 1～30. 6.15 
矢野勝正 30. 6.16～32. 4.30 
村英 32. 5. 1～34. 4.30 
棚橋 Zロ2尽hよー・ 34. 5. 1～36. 3.31 
佐々 一 36. 4. 1～38. 3.31 一
石原藤次部 38. 4. 1～40. 3.31 
速水煩一郎 40. 4. 1～41. 3.31 
藤次部 41. 4. 1～43. 3.31 
3 遷 15 
矢野勝正 43. 4. 1～44. 4.30 
石崎譲雄 44. 5. 1～46. 4.30 
村山朔部 46. 5. 1～48. 4.30 
JI I 48. 5. 1～50. 4.30 
主食 50. 5. 1～52. 4.30 
中 島暢太郎 52. 5. 1～54. 4.30 
林 54. 5. 1～56. 4.30 
田和 56. 5. 1～58. 4.30 
由理 58. 5. 1～60. 4.30 
出 60. 5. 1～62. 4.30 
柴田 f散 62. 5. 1～元.4.30 
土 人 元.5. 1～ 3. 4.30 
村 友金 3. 5. 1～ 5. 4.30 
出 中 5. 5. 1～ 7. 4.30 








就任年月日 氏 名 事 項 そ の 後 の 移 動
昭26.6. 1 高田理夫 助手（採用） 34.3.1 助停教年授退昇官任，， 40.4.1 教授昇教任授， 
62.3.31 京都大学名誉
6.16 石崎譲雄 兼任助教授（神戸大学） 28.4.16助教授（神戸大学から）
34.3.1教授， 60.3.31停年退官，京都大
学名誉教授
28. 5. 1 村山朔郎 併任教授（工学部） 34.4.1教授（工名誉学部教から）， 50.4.1停年退
官，京都大学 授， 7.12.26死亡
7. 1 岩佐義朗 併任助手（工学部）
29.3.31研併問究任。担4解当1除研（工守究3学6担部1当教2;授ヱ1併学），部任4助教授併， 3 41 7.4.1 
任教授， 教授）
9.16 石原安雄 併任非常勤講師（神戸大学） 34.4.16誉教助教授教授昇授任（神，戸大学から）
36.4.1 2.3.31停年退官，京都
大学名
10. 1 関可秀明 助手（採用） 32.1学~－理名16学誉理部教教学授部にへ配置換， 41. 9 .16研究担当 63.3.31停年退官，京
都大
29. 6. 1 岩垣雄一 併任助教授（工学部） 31. 6 .1助教授（工学部から）換, 35.4.1教授
究昇任担 4学？工名8学誉部1教工教授学授部），へ配置 , 43.8.1 研当 62.3.31停年退官，
京都大
30. 4. 1 赤井浩 助教授（工学部から配置換）
35.3.1部J名1教工併誉授学教任部）授1解へ4除配9.,4.置1換＼併。.34任1. 5 .1研究担当（工学 教停授年， 
52.3. 退官，京
都大学
31. 7 .10 角田吉弘 作業員（採用） 32.7.28技技術術室員長, 37.10.1技官任宮，
8.5.11 
32. 6. 1 岸本兆方 併任助手（理学部） ~学（理i·名t学誉i部教助理か授教学ら授部），昇へ3任配3置（理3換1学，停部4年0か退4ら官i'教，京授都昇任大
6.16 古川宗治 助教授（理学部から配罷換） 37.2.1名教誉授教昇授任， 63.3.31停年退官， 京
都大学
33. 5. 1 ーコ一一 砦三p;之 健 併任助手（理学部）
35.4.＼学助教名教授誉授昇教昇授任，（理学部から）48. 5. 1 4. 3. 31停年退官，
京都大
34. 1. 1 小林 誠 臨時用務員（採用） 36.4.1技能補佐員配置換， 37.4.1技能員
配置換， 40.10.5技改術姓室（小泉）報, 43 .1.1技
宮任官， 8.5.11 企臨情班長
3. 1 角震 睦 助手（採用） 35.4.1 助停教年授退昇官任京，39 .1.1名教誉授教昇授任，
4. 3 .31 , 都大学




4. 11 i高持琢馬i助手（採用） I 36.4.1 
換， 39.4.1
48.4.1研ラ












35. 3.16 I柴田 撤！助教授（工学部から配置換）
10.16 I加茂幸介｜併任助手（理学部）
12. I I松尾成光 臨時技能員（採用）




4. 1 南井良一郎 助教授（工学部から配置換）
4. 1 山元龍三郎 併任助教授（理学部）
助手（採用）
8. 1 >J5J 野淳介 技能員（採用）















就任年月自 氏 名 事 項 そ の 後 の 移 重b
10. 1芦田和男 併任助教授（工学部） 37.4.1助教授停（工年学退部官か， 
4.3.31 
10. 1 i奥田節夫 併任非常勤講師（岡山大学） 38.4.1助教授（岡辞山職大学，から大) , 39.1.1教
授昇任， 63.3.31 京都学名誉教授
12.16 I和田卓彦 併任講師（理学部） 39.4.1併任助教授（理学部）， 61.4.1研究
担当
12 .16 I島 通保 併任助手（理学部） 38.4.1劫教授昇任（理学部から），
，京都
37. 4. 1 江頭庸夫 助手（採用）
4. 1 奥西 夫 助手（採用） 50.5.1助教授昇任， 2.2.1教授昇任
4. 1 西 潔 助手（採用）
4. 1 経 JI顕治 助手（採用）
42.3. 1勤6講助講教綱教授師昇授昇，任（広4任ci広島大学i併学かへ任ら解; : 42.4. I 併任非常 .3.3 除
54.2.1 島大
60.8.1 f壬
7 .16 I野間和代 技能員（採用）
アツ 用務員（採舟）
10. 1若林 賓 イ井任助教授（工学部）
60.3.31宇
38. 4. 1 中村重久 助手（採用） 56.6場1助教授昇任
4. 1 古揮 保 助手（採用） 51. 7 .1助教授昇任， 2.6.8教授昇任
4. 1 尾池和夫 助手（採用） 48.5.16助教授
（理学部へ） , 2.11.1 
10.16 I村本嘉雄i助教授（工学部講師から昇任） 46.8.1研教授究昇任当, 6.7.1工学部へ記置換，
6.9.26 1旦
39. 3. 1 I多河英雄｜事務員（採用） I 41.4.1 事技務術官室任企官画，情4報5.斑7.1 
8.5.11 コン
ステム掛長
4. 1 i中 il 博次 助教授（建設省土木研究所から転任） 44.4.1教授昇任（工学部へ） , 49 .1.1研究
担当
4. 1 竹内篤雄 教務員（採用） 40.4.1助手昇任
4 1 横山鹿二 技術員（採用） 43 .1.1技官任官， 7.4.1助手に配置換
6. 1 加藤正明 助手（採用） 40.4.1 40.6.1 併l助任助教授手，
46.4.1 ) , 57.5. 
昇任， 2.11.23
6. 1 河内伸治 事務員（採用） 43 .1.1事務官任官， 46.7.1技寄配置換
7. 1 矢部 f正 事務員（採用） 43 .1.1事務官任官， 1.11.1技官配置換
8.31狩野俊子 用務員（採用） 48 .1.1事務官任官， 60.7.1庶務主任に昇
f壬， 63.3.31
40. 2. 1 I野中泰二郎｜助教授（採用） 54.6.1教授昇任
3 の刀3て噺クζ ユと 19 
就任年丹日 i氏 名｜ 事
4. 1 I高橋 保｜助手（採用）
項 その後の移動
4. 1 1竹本修 i助手（採用） 11.10.16助教授昇任（理学部へ） , 2.8.1研
究担当
5. 1和田安男 事務員制） 143 .1.1事附官打9.1技官配援換
5.16奥村武 劫手（関東地方建設局から転｛壬） 51. 9 .1助教授昇任（鳥取大学へ）
6. 1 野憲雄 事務員（採用）
8. 1 i小西利史 事務捕佐員（採用）














5. 1後藤尚男研究担当（工学部教授） 42.4.1併任教授（工学部） , 50.4.1明究担
当， 62
5. 1 i芹揮 厚i技術補佐員（採用） 41. 9 .1 43 .1.1技官任官，
7.4.1 
7. 1田中正昭 助手（理学部から記置換） 48 .1.1助教授昇任
7.16 野村 新 技能員（採用） 46.8.1技宮任官， 4.3.31定年退職
8. 1 舟橋多津 事務補佐員（採用）
9. 1 崎 秀 事務員（採用）
42. 4. 1 i小葉竹 機 劫手（採用）
4. 1 高山銭朗 技術捕佐員（採用） 47.12.1技官在官
4.16 和田博夫 事務補住員（採用） 45.7.1事務官配置換 48.9.1技官配置換
5. 1 志田 雄 技能補佐員（採用） 42.6.16技能員配霞換， 43.1.1技官任官
6.16 藤田安良 技指員（採用） 43 .1.1技官在官
7. 1 尾上謙介 助手（採用）
9. 1 揮出 明 勤手（採用） 63.6.1助教授昇任
9. 1 中尾節部 技街員（採用） 43 .1.1技官任官




10. 1 I谷訂雅子｜事務補住員（採用） I 44. 6 .19改姓（宇民） , 53.1.1事務官に採
20 
就任年丹日 氏 名 事 項 そ の 後 の 移 重b
43. 1. 1 倉内洋子 事務官（大阪大学から転任） 1.5.1事務主任に昇任， 3.1. 31辞職
4. 1 間 太部 助手（採用） 45.12.1助教授昇任， 5.4.1教授昇任
4. 1 入倉孝次郎 助手（採用） 48.5.16助教授昇任， 63.8.1教授昇任
4. 1 中村 武 助手（採用） 58.4.1助教授昇任， 63.1.1教授昇任（京
都工芸繊維大学へ） , 63.4.1非常勤講師
4. 1 中 JI 鮮 助手（採用）
4.16 吉田義期 技官（採用）
4.16 石田勝久 技官（採用） 63.4.16施設部へ配置換
4.16 中川利部 技能員（採用） 47.5.1技官任官
5. 1 白井 亨 助手（採用） 51. 6 .1助教授昇任， 8.3.31停年退官
5. 1 藤原清苛 技術補佐員（採用） 43.9.1技官配置換
44. 3. 1 今本博健 助教授（工学部から配龍換） 50.4.1教授昇任
4. 1 瀬能邦雄 助手（採用） 45.12.9改姓（友杉） , 47 .5.1助教授昇任
4. 1 上野鉄男 助手（採用）
4. 1 山口正隆 助手（採用） 49.5.1助教授昇任， 51.4 .1助教授配置換
（愛媛大学へ）満, 51.4.1併任非常勤講師，
63.3.31期間了
8. 1 内山 清 技術補佐員（採用） 45.9.1技官配置換
10. 1 土居 光 助手（採用）
45. 1. 1 枝 JII尚資 助手（採用） 2.3.31辞職
1. 1 小野博尉 併任助手（理学部） 50.4.1研究担当
1. 1 田中良和 併任助手（理学部） 50.4.1研究担当j
1. 1 須藤靖明 併任助手（理学部） 50.4.1研究担当
5.16 渡辺邦彦 助手（採用） 5.1.1助教授昇任
6.16 山口恒二 技官（化学研究所から配置換） 63.3.31定年退職
46. 4. 1 下島築 助手（採用） 4.3.31辞職
4 1 住友則彦 併任助手（教養部） 49.4.1併任助教授， 50.4 .1研究担当，
2.6.8教授（教養部から）
9. 1 市 JI! 信夫 技官（採用）
47. 4. 1 鈴木祥之 助手（採用） 61. 4 .1助教授昇任
4. 1 赤松純平 助手（採用） 61. 7 .1助教授昇任
4. 1 白石成人 併任助教授（工学部） 50.4.1研究担当（工学部教授）
4. 1 長尾孝子 事務補佐員（採用）
6. 1 松村 男 助手（採用） 61. 7 .1助教授昇任
6. 1 北村宏之 施設掛長（工学部から昇任） 62.6.1医学部前膳病院第一工務掛長に配
置換
10. 1 清水博樹 技官（採用）
11. 1 文字信貴 非常勤講師（採用） 48年度・ 51年度非常勤講師， 52.10.1助
教授（採用） , 62.9.30辞職
48. 1.16 藤木繁男 技官（農学部から配置換）
3 選 21 
就任年月日 氏 名 事 項 そ の 後 の 移 動
4. 1 藤田裕一部 助手（採用） （妓
4. 1 I江頭進治 助手（採用） 57.7.1 
6.4.1 
授）
4. 1 野呂 均 技官（採用）
6. 1 古関 洋 助手（採用）
7. 1 イ国 為成 助手（採用） 61.1.1 
61. 4 .1
7. 1 I中村憧善 併任助教授（工学部） 50.4.1研究担当， 53.8.1教授昇任（工学
部） , 61.4.1 
11. 1 I盟校治郎 助教授（工学部講師から昇任） 7.3.16教授昇任
11.16吉岡龍馬 助手（採用） 4.15非常勤講師（富山県
49. 4. 1 住藤忠信 助手（採用） 52.4.1助教授昇任， 6.9.1教授昇任
4. 1 松波孝治 助手（採用） 3.1.1助教授昇任
4. 1 大谷文夫 助手（採用）
4 1 河田恵昭 助手（採吊） 51.11.1助教授昇任， 5.4.1教授昇任
4. 1関口秀雄 助手（採用）
4.4.1助
4. 1 安藤雅孝 助手（採用） 1.6.1助教授昇任， 2.6.8教授昇任
4 1 石原和弘 助手（採用） 2.4.1助教授昇任， 6.11.16教授昇任
6.16 竹内文朗 助手（採用） 2.6.8助教授昇任
6.16 井上治郎 助手（採用） 3.1.3死亡
11. 1 関田保美 技官（採用）
50. 4. 1 梶川関子 事務補佐員（採用） 57.12.24改姓（北村）， 4.3.30任期満了
4. 1 片山 ま青 技指捕佐員（採用） 1.11.11辞職
5.16 諏訪 治a 助手（採用） 1. 6.1助教授昇任
11. 1 末峯 烏コ金主二 助手（採用） 62.12.1助教授昇任
11 1 足立紀尚 助教授（工学部から記寵換） 58.2.1教授昇任（工学部へ） , 58.4.1研究
担当
51. 4. 1 I j事井健 助手（採用） 55.10.1 
5.4.1 
4. 1寺石員弘 助手（採用）
52. 4. 1 山下 i建男 助手（採用） ¥ 8.4.1助教授昇任
4. 1 林 泰 劫手（採用）
4. 1 西村 進 研究担当（教養部助教授） に配置換， 3.3.1教
7. 1 谷地義人 助手（採用） 61. 4 .1助教授昇任， 7.3.31辞職
7. 1 小田卓美 事務補佐員（採用） 4.10.15辞職
53. 4. 1 六回京子 事務補佐員（採用） 61. 7 .3改姓（上道）
22 
就任年月日｜氏 名！ 事 項







56. 4. 1 I中間 一｜助手（採用）




















57. 4. 1 I佐藤昭治｜総務課長（庶務部学務主査か州王） I 62.4.1原子エネルギー研究所事務長に配
4. 11村上春茂｜事務官（工学部から配置換） 162.1.16教養部へ配置換
4. 11竹内邦良｜併任助教授（客員）（山梨大学） I 57. 5.1併任解除， 63.4.1併任教授（客員），
2.3.31 
4. 1 森田司郎 研究担当（工学部教授）
10. 1 JI j 合 忍 事務官（霊長類研究所から配置換） 62.4.1施設部へ配置換
58. 4. 1 清野純史 助手（採用） 5.4.1助教授昇任（山口大学へ）
4. 1 増本経夫 助手（採用） 63.4.1技官転任（農林水産省へ）
4. 1 一村 権i助手（採用） 5.10.1助教授昇任
4. 1 山本 清 経理課長 61. 4 .1農学部事務長に配置換， 63.4.1事
ルギー研究所事務長
6 .16 I平鹿和朗｜助手（採用） I 2.6.8助教授昇任， 8.4.1教授昇任（名古
59. 4. 11田中丸治哉｜助手（採用） I 7.4 .1助教授昇任（神戸大学へ）
59. 4. 1 I鵜子孝夫i経理掛長 I 62.1.16庶務部第二給与掛長に配置換
ら転任）
4. 1 J天 野慶子j事務官（採用） I 63.3.21改姓（由本） , 6.11.1工学部へ配
置換
4. 11岡 田憲、夫If井任助教授（客員）（鳥取大学） j 61.5.1教授昇任（鳥取大学） , 3.4.1教授
4. 1 I西村敬 研究担当（理学部助手）
4. 1 I山田善一｜研究担当（工学部教授）
7. 1 I 中田豊二｜事務官（理学部から配置換） 62.4.1経理主任に昇任， 2.4.1経理部へ
配置換
3. i翠 23 





4. 1 I秋吉駿 1.4 .1木材研究所庶務掛長に配置換
7. 1 I佐藤良 63.6.1ヘリオトロン核融合研究センター
に配置換
10. 1 丸出 敬 助手（採用）
10. 1 中北英 助手（採用） 3.1. 1助教授昇任
61. 2. 1 語上欣塩 助手（採用） 8.4.1助教授昇任
4 1 漆田純 5号 助手（採用） 6.4. 1助手配置換（工学部へ）
4. 1 岩井 哲 助手（採用）
4. 1 渋苓拓郎 助手（採用）
4. 1 水主主義彦 併任教授（客員）（富山大学） 63.3.31併任期間満了
4 1 重富盛宏 研究担当（理学部助手） 2.6.8助手（理学部から記置換）
4. 1 藤田欣也 事務部長 62.4.1 に配置換，
ルギー研究所事務長 3.3.31 
4. 1 I西村 正 i経理課長 1.4.1薬学部事務長に配置換
ら配醤換）
4. 1 藤田 f散 事務官（庶務部から露日量換） 1. 4.1農学部へ配讃換
4. 1 小／I俊雄 併任非常勤講師（高知大学教護） 63.3.31併在期間満了
4 1 川崎一朗 併任非常勤講締（富山大学教授） 1. 3. 31併任期間満了
4. 1 下津 司 併任非常勤講師（熊本大学助教授） 63.3.31併託期間満了
6. 1 堀口光主義 助手（採用）
6. 1 永田硲 事務官（工学部から配誼換） 1.1.16経理部へ記置換
7.16 上白木 事務捕佐員（採用） 1. 7 .15辞職
8. 1 篠塚 63.4.1プリンストン大学教授， 3.3.31期
期満了
12 1 元.3.31併任期間満了
62. 1.16 I塩 63.8.1 医学部前臆病i
量換
1 16 山下勝郎 事務官（霊長類研究所から記置換） 1. 6 .1若狭湾少年自然の家へ転任
4. 1 村松久史 教授（運輸省から転任）
4. 1 黒田勝彦 研究担当（工学部助教授） 13.3.31期間満了
4. 1 小林正英 研究担当（工学部講師）
24 
就任年丹臼｜ 氏 名 事 項 その後の移動
4. 1 I北原昭男｜助手（採用）
4. 1 i山下輝夫i併任非常勤講師 I 2.3.31併任期間満了
I （東京大学地震研究所助教授） ｜ 
4. 1 I石井孝行i併任非常勤講師 I 63.3. 31併任期間満了
｜（大阪教育大学教育学部教授） I 





4. 11松村昭一｜事務部長（理学部事務長から昇任） I 63.3. 31辞職
4. 1 I林 泰 司｜総務課長（庶務部学務主査から昇在） I 3.4.1経済研究所事務長に配置換











6. 11長谷川 勉 i事務寄（施設部から配置換）
6.16 I関村美津子｜事務官（工学部から配置換）



















4. 1 I梅田康弘｜研究担当（理学部助手） I 2.6.8助教授昇任（理学部から）
4. 11小林芳正i研究担当（理学部助教授）
4. 11渡遺 晃 i研究担当（理学部助教授） I 2.6.8助教授配置換（理学部から），
I I 4.7 .1教授昇任
4. 11仲村 研 i非常勤講師（客員教授） I 2.3.13死亡
I （悶志社大学人文科学研究所教授） ｜ 
4. 1 I西田良平｜併任非常勤講師 I 3.3.31併任期間満了
（鳥取大学教養部教授）
4. 11山本康正｜非常勤講師（客員助教授） I 3.3.31期間満了
（帯京大学文学部助教授） I 
4. 11近藤心正｜経理課長 j 3.4.1名古屋大学工学部事務部長に昇任
（名古屋大学工学部から配置換）
3. 25 
就在年丹al氏 名 事 項 そ の 後 の 移 動
4. 1 i大塚勝弘 研究助成掛長 4.11.1人文科学研究所庶務掛長に配霞換
掛（東長南かアらジ配ア置研換究）センター庶務
4. 1 I大山達夫 庶務主任（教養部から配置換） 5.10.1医学部庶
7. 1 真下 ’刀＝会て， 事務官（工学部から配寵換） 2.3.31経理部へ配置換
7. 1 岩田知孝 助手（採用）
11.16 森井 瓦 助手（採用）
2. 1. 1田中自出男 I 2.12.1庶務部庶務掛長に配置換
ら昇任）
4. 1 酒井哲郎 研究担当（工学部劫教授）
4. 1 嘉門雅史 研究担当（工学部助教授） J 3.4.1教授昇任（工学部から）
4 1 木村 一7口"G 研究指当（工学部助手）
4. 1 巽 好幸 研究担当（理学部助手）
4. 1伊東太作
4. 1 I秋山紀子
4. 1 I蓮田 清
4. 1 i田中農吾
4. 1 谷津 充 事務部長（霞学部事務長から昇任） 4.4.1化学研究所事務部長に配置換
4. 1 奥村成和 経理主任（経理部から配置換） 5.1.1法学部会計掛主任に配置換
4. 1埜遺 勝 事務官 4.7.1大学入試センタ に転任
オトロン核融合研究セン
ターか
4. 1 木村浩一 事務官（経理部から配寵換） 15.4.1数理解析研究所へ配誼換
4. 1 余田成男 研究担当（理学部助教授）
5. 1 野藤監志 助手（採用）
6. 1 小山靖憲、
6. 8 島田充彦 助教授（理学部助手から昇任） 4.12.1教授昇任
6. 8 行竹英雄 助手（理学部から配置換） 5.6.1助教授昇任， 6.11.16死亡
6. 8 菊田 車取 経理主任（理学部から配置換） 5.4.1大型計算機センター会計掛主任に記
寵換
6. 8 伊藤 潔 助手（理学部から配置換） 3.11.1助教授昇任
6. 8 中村佳重郎 助手（理学部から配置換）
6. 8 飯尾能久 助手（理学部から配置換） 15.4.1防災科学技指研究所技官に転任
6. 8 許斐 産 助手（理学部から配謹換）
6. 8 空手田市 技官（理学部から配置換） 16.3.31定年退職
6. 8 中 JII 渥 技官（理学部から配寵換）
26 
就任年月日 氏 名 事 項 -f の 後 の 移 動
6. 8 伊藤勝祥 技官（理学部から配置換） 8.5.11技術室観測班長
6. 8 浅田顕符 技宮（理学部から配霞換）
6. 8 近藤和男 技官（理学部から記置換）
6. 8 堀畑美智子 事務補佐員（理学部から配置換）
6. 8 竹内晴子 技術補佐員（理学部から配置換）
8. 1 藤森邦夫 研究損当（理学部助手）
8. 1 中 JI 良巨 研究担当（理学部教授）





3. 4. 1 片尾 浩 助手（採用）
4 1 勝見 武 助手（採用）
4 1 西 憲敬 助手（採用）
4. 1 入船徹男
4. 11藤井 健




4. 1 I林 春男 併（広任島助大教学授総（客員） 6.4.1 ら），
合科学部助教授） 8.5.11 






4. 1 杉本知敬 事務官（採用） 8.4.1放送大学学菌に転出
4. 1 尾原邦子 事務補佐員（採用） 4.12.31辞職
4. 1 有村加奈子 技宇野補佐員（採用） 6.3.30任期満了
9. 1 金尾政紀 助手（採用） 5.3.30辞職
4. 3. 1 大志、万直人 助教授（採用）
4. 1 能島暢呂 助手（採用） 15.3.31辞職
4. 1 味喜大分 助手（採用）
4. 1 中島正愛 助教授（神戸大学から転任）
3. の変遷 27 
就任年月日｜ 氏 その後の移動名 項
?
4. 1 I丸山科輔i研究担当（農学部教授） I 5.3.31期間満了
4. 1 i長谷JI 高志i研究担当（農学部教授） I 5.3.31期間満了
4. 1 I北 勝利l研究担当（工学部助手） I 6.4.1助手配置換（工学部から）
4. 1 I北関豪－ I研究担当（理学部助教授） I 
4. 1 I森野捷輔i併｛壬非常勤講師 I 7.3.31 f井任期間満了
4. 1 i大村 誠｜非常勤講師 I 6.3.31期間満了
4. 1 I塩野耕ニi非常勤講師 I 7 .3.31期間満了
4. 1 I矢守克塩i非常勤講師（客員助教授） I 7.4.1非常勤講師
4. 1 I 1靖国守正｜事務部長 I 6.3.31定年退職
4. 1 I前野敏昭i事務官（工学部から配置換） I 7 .4.1京都田立博物館に転任
6. 1 i井上和世i教授（工学部助教授から昇任）








5. 1. 1 I山本幸
1. 1 I f乍出








4. 1 I津田純男｜助手（採用） I 6.4.1助手ι記置換（工学部）
4. 1 I釜江克宏i研究担当（原子炉実験街頭j手）
4. 1 I河野允宏i研究担当（工学部助教授）
4. 1 i岩嶋樹塩i融担当（理学部助教授） I s.4.1併任非常勤講師
4. 1 I金田章裕｜研究担当（文学部助教授）
4. 1 !GE山 R ｜併託非常勤講師 I s.3.31併任期間満了
4. 1 I校 JI 尚 資 i非常勤講師（朝日大学教養部教授） I 8.3.31期間満了
4. 1 i中高靖人i非常勤講師 I 8.3.31期間満了
4. 11下島栄一｜非常勤講師 I 7 .3.31期間満了
????????
）???）?????????
4. 1 I木村政昭i併任非常勤講師 I 7.3.31併任期間満了
28 
就任年月日 氏 名 事 項 そ の 後 の 移 動
4. 1 武藤 直 非（手常勤講師（客員教授） 8.3.31期間満了
同志社大学文学部教授）
4. 1 長谷川 5召 併任教授（客員） 7.3.31併任期間満了
（東北大学理学部教授）













9. 1 福間 浩 助手（採用） 8.4.1助教授昇任
10. 1 飯田恭敬 研究担当（工学部教授）









12.13 松本武雄 非常勤講師 6.3.31期間満了
（金沢工業大学工学部教授）
6. 2. 1 大見士朗 助手（防災科学技能研究所から転任）
4. 1 費 馨 助教授（蚊車大学から転任）
4. 1 五川硲彦 助教授（採用）
4. 1 武藤格別 助手（採用）
4. 1 縄田篤正 研究担当（理学部教授）
4. 1 鎮西清高 研究担当（理学部教授）
4. 1 小橋澄治 研究担当（農学部教授）
4. 1 木田秀次 研究担当（理学部教授）
4. 1 鳥居雅之 研究担当（理学部助教授）
4. 1 椎葉充晴 研究握当（工学部助教授） 7.4.1教授昇任
4. 1 東 敏博 研究担当（理学部助手）
4. 1 久家慶子 研究担当（理学部助手）
4. 1 家森俊彦 研究担当（理学部助教授）
4. 1 大倉敬宏 研究担当（総合人間学部助手）
4. 1 鈴木 有 非常勤講師（金沢工業大学教授） 8.3.31期間満了
4. 1 古谷尊彦 併（千任葉非大常学勤教講養師部教授）














7. 4. 1 高山知司 教授（港湾技指研究所から転任）
4. 1 田圭 助教授（採用）
4. 1 奥田泰雄 助手（謀用）
4. 1 上谷宏 研究担当（工学部教授）











就任年月日｜氏 名 事 項
4. 1 I箕部 進
4. 1 f 岡 貞 正｜経か（福理ら井転掛医任長科） 大学会計課監査係長





4. 1 福本 隆 事務官（採用）
6. 1 諸問繁洋 助手（採用）
7. 1 田中 聡 助手（採用）
9. 1 根岸弘明 助手（採用）
10. 1 根回 胞 研究担当（理学研究科助手）




4. 1 立川康人 助教授（工学部助手から昇任）
4. 1 馬場康之 助手（採用）
4. 1 山本圭吾 助手（採用）
4 1 布野｛彦可 研究損当（工学研究科助教授）
4 1 杉万俊夫 研究担当（総合人間学部教授）
4. 1 淡路敏之 研究担当（理学研究科助教授）
4. 1 松本 勝 研究担当（工学研究科助教授）
4. 1 後藤仁志 研究担当（工学研究科講師）
4. 1 中西 良5研究担当（理学研究科助教授）
4. 1 中 JI! 大 研究担当（工学研究科助教授）
4. 1 綴 顕 一 紀併（東任京非大常学勤地講震師研
究所助教授）
4. 11沖村 孝 併（神任戸非大常±勤講師学工学部教授）
4. 11松 田 誠 祐 併（高任知非大常学勤農講学師部
教授）
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名 称｜所 在 地 Is. 4. 1 I車 q佳世｜車 A相官I:w: i:;住昨i車問庇l:s:iz7佳唐｜備 考
現有




















黒神潮位島観市測室 ｜ 12.201 ｜無償
鹿児 黒神町
塩ケ元
3 組織の 35 
平成





















名 称 i所 在 地 Is. 4. 1 年減度 平増6年減度 年減度｜ 髄 考
現有








1.621 1.62 I ｜有償























3 高旦 の 遷 37 
平成
方3公ζ 選

















上宝観溺所 観測所本所 3,461 
38 第 1章総 言見
平成
万3すζてー 遷
名 称 i所 在 地 I s. 4. 1 年減度｜ 備 考
現有















































3 組 の 39 
平成
名 称｜所 在 地 Is. 4. 1 考
現有
m2 n12 m2 凶？ m2 m・ 
161.82 無｛賞














40 第 1章総 言見
平成 変 遷

















































3 組織の変遷 41 
平成
名 称 ｜ 月号 在 地 I8. 4. 1 備 考
現有


















































兵1町0庫4舟3－県木7津字名中郡ノ北淡熊｜ 140.00 140.00 無償
543…102 
そ の 他｜炭山観都直測府谷室 ｜ 113. 00 京 宇治市炭
山 31






3 組織の 43 
平成
















名 称｜所 在 地 Is. 4. 1 
平増3 年減度 平増6年減度 年減度｜ 備
考
現有
店1宮 口1守 m' 立1' m 空
防災研究所 5,560 559 
18,473 1,648 5 下段延面積
草災食害セ観ン潟タ実ー
宇治川水理 路京都下市三伏栖見罷横大 ｜上下段段建延面面積実験所 9,407 
















大潟波浪 I観測新所本所中（本館） 建 166 
観測所 潟県頚郡大 延 166 
潟町
観視本1室所内に設置 建 99 延 99 
火山活動研 観鹿郡鶴測所児桜崎本島所県町横鹿（本児山館島字） 建
41 















名 称｜所 在 地 Is. 4. 1 年減度平6年度平7年度i備 考
現有

































名 称｜所 在 地 Is. 4. 1 















建 5 5 
延 5 5 
建 3 3 
延 3 3 
町字柴立下
2214-2 
浜充観測室 建 3 
鹿字児島市持木町 延 3 
浜元13-1
ヲIノ平送信県町績鹿室 建 5 
鹿児島 児字島延 5 
郡桜島 山
御山獄1718
地究震セ予ン知タ研ー 建 119 延 165 
観測鳥所取分市館円護寺字 建 95 延 95 
浜田
鳥取観測所｜鹿野鳥観取測室 I 建 5 
取県気高河郡内鹿字 延 5 
野町大字
上別所2763


















































































































































































































































名 称 i所 在 地 Is. 4. 1 年減度 平増4年減度 平増6年減度 平増7年減度｜ 備 考
現有
m2 紅J2 訂1' 立12 立12 立12 
交野大観阪澱府室 建 4 

















北能兵淡人庫町E工舟県谷振2津木源4字名発2郡中生北室ノi建延 85 85 85 
青島






















































































































































































ている．研究担当として， 1991年から西村敬一（理学部助手， 93年より理学部講師， 95年大
学院理学研究科講師），同じく 1993年より釜江克宏（原子炉実験所助手）が，非常勤講師とし
て1990年から 3年間は蓬田清（広島大学理学部助教授） 1993年より 3年間は GellerRobert 
James （東京大学理学部助教授）が研究に参画した．招蒋外国人研究者として 1991年と 1994





















































































に亘る荘外研究活動として， は， 1981年 10月から 1982年3月ま
…ストラリア大学に 1982年 10月から 1983年3月までウイットウォータース大学（南アフ
リカ共和国）に， 1989年 10月から 1990年 2月までイスラエノレ工科大学に，それぞれの大学
から招へいを受けて滞在 国際交流に寄与した．
1996年 5月 11日から発足した抗災研究所の新体制のもとでほ 現スタップは地震災害研究
となったー
における研究は，構造物の強度と変形に関する

























































































物の耐震性を評価し，地震活動 ・建物 ・地盤のデータベースをもと に，都市建物群の地震被害
の推定，室内被害とその波及効果について研究した．都市変遷を考慮した被害想定，既存不適
格建物の耐震補強による防災ポテンシャルの向上と都市耐震計画についての研究を進めている






















































































































































































































































































































































































• Road ロBareLand 
• Urban ロFor邸t
• Water 
写真一2・6 リモー トセンシングデータ（LandsatTM) 
に基づく巨椋試験流域の土地被覆分類







(5) 水工計画と水文統計 ：部門創設以来 水工計画の基礎となる水文量の統計処理に関する

















































が発生し， えて， とく デルの選択
モデル化などの研究が集中的に実施された．
これらの研究成果を由際誌のみならず， した．まず，平成2 22 
' i可田および山下らが出席し，合計5編の論文を，ついで平成4







opening addressesなどを収録した“Tsunami:Progress in Prediction, Disaster Prevention 
and Warning”を編集した．同年，土屋は出台合同防災に関するセミナー（3rdIOC & Japan 
Joint Seminar on Natural Hazards Mitigation）に出席し，山下との連名で陸棚における
潮の挙動に関する研究を発表した．また，土屋および山下は平成4年の PACON’92に出席し，
陸棚における高潮に関する理論を山下が発表した．平成5年ブロリダで開催された大規模海浜


































































































































助教授は，柴田 37～ 41年），八木則男（昭和 41～46 松岡
























































































































































































り機構の研究： 1984 (10km以上流動）や， 1985










































































































































































































































の観点から精密に調べることを目的とした訪中共同研究 (HEIFE；五Eiheriver basin Field 
Experiment）を，日本側の代表機関として実施した．この研究では，接地境界層内の乱流輪
と水収支などの観測が行われ，多くの新し
られた.1993年 1月には「HEIFE国際シンポジウム（京都）Jを主催した.1994 1995 
には， HEIFEの延長として日中共同乾燥地域自然環境総合モニタリング計思（AECMP;












































工学部岩佐義朗教授が昭和 46年より 47年まで，工学部中JIi博次教授が昭和 49年より
まで，農学部藤京建紀助教授が平成7年より研究担当を，また，


































































































薩南諸島の薩摩硫黄島，口永良部島 諏訪之瀬島などの火山は 過去 100年余の聞に顕著な
噴火と災害を繰り返してきた．交通通信手段の不便なこれら火山の観測研究は，桜島火山観測
所設立当初からの懸案であった．パソコンによる火山観測データの収録 ・伝送装置を開発し，

















































































































任した．昭和 42年白浜町堅固字畑崎に土地 459m2を購入，昭和 43年3月観測所本館の一部

























































































和 55年度にはヒル谷出口に自動流砂測定装置が設置され，昭和 58年， 59年度には従来の観
測機器を有線テレメータ化する砂防観測テレメータ ・システムが設置された．この装置は，テ
レメータ ・データ収集表示 映像監視記録 データ保存．記録装置からなっており，雨量計
( 6台），水位計（ 6台），流速計，流砂量計（ 2台） ，温度計 （3台），湿度計，日照計，電導





































































































































































































































平成3, 4年 防災科学資料センタ一 助教授l，助手1，客員教授l，客員劫教授 l' 
技官1
104 
5～7年 地域防災システム研究センター 上記プラス教授1 外国人客員教授1








が併任してきた．さらに，客員教授として P.K. Park （米国











































然 ・社会科学分野の論文，報告書が約 60編発表され，講演は延べ 100回を超えている
平成8年度発足した巨大災害研究センターではこれらの研究をさらに発展させ， 3つの柱，
すなわち，巨大災害過程（Informationand Intelligence），災害情報システム（Prepared-


































































(4) 建域 との水の授受は降水と によ



























































氏 名 職 名 （当時） 研 YザE1., 課 題 客員期間
中西 ヲム 山口大学工学部教授 水の再利用・高度利用 S. 55 . 1 -55. 3 
田中宏平 九州大学 学部教授 新水源の開発 S. 55.4-57 .3 
森瀧健一郎 岡山大学文学部教授 水資源と地域経済社会の変貌 S.57.4-59.3 











































S. 61. 4…63.3 













年度 S.53 54 JO 56 
人数 65 94 125 105 
機関 6 20 34 32 

















61,62 63, H.l 2 , 3 
154 142 169 
49 50 57 
































































中で新たに される となった f総合防災研究部
システム研究センターの研究ポテンシヤ／レを活かして協力
することが， 、同市弘前給料釆日ムムら要請された．
体的な形として， を，それまで計画していた 3分野にさらに f防災社
を力5えて， 4 とした．この防災社会構造分野は，阪神・
112 
年度（昭和／平成） 昭61 昭62 昭63 平 1 平2 平3 平4 平5 平6 平7
（茜鹿年） 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 

























































































一方理学部においては 昭和 48年，地震予知計画に基づき 阿武山に地震予知観測地域セン
ターが設置され，主として近畿 ・中国 ・四園地域の地震予知観測及び研究の中心としての役割





昭和 63年1月，両者の合意により， 理学部の地震予知関連の 4附属施設（地震予知観測地域
センター，阿武山地震観測所，逢坂山地殻変動観測所，徳島地震観測所）を防災研究所に移し，
防災研究所の関連3研究部門（地殻変動 地震予知計測微小地震）及び5観測所（鳥取・北




































































































































































































Northern Kinki (background) 





















































































































































（平成8年3月まで） 技官 1名が配置された．平成2年10月 助手片尾浩が採用され（平
成7年3月まで），平成6年2月には助手大見士朗が採用された．鳥取 ・北陸 ・上宝の 3観測
所の微小地震観測網が昭和50,51両年度にテレメータ化され， 57,58年度には，これらのオ
ンライン ・リアルタイムの自動処理化が実現し 地震活動の日々の把握が宇治で行われるよう




























（昭和40年～44年），岸本兆方（昭和 44年～48年） ，三雲健（昭和48年～平成4年）の 3
教授が所長を歴任した．現地では冨永進（昭和40年～44年） 土居光（昭和44年～平成
27.地震予知研究センター 123 






























































































































27. ンター 127 






























































































































































































































本研究所は所員の研究業績の発表機関として Bulletin of the Disaster Prevention Re” 
search Institute，年報および記念論文集を刊行し，国内および国外の主要大学並びに関係諸機
関に寄贈している.Bulletin of the Disaster Prevention Research Instituteは平成8年2月






1. Bulletin of the Disaster Prevention Research Institute 
Volume 36 (1986) 
Part 2 (June, 1986) 
No. 318 On Regional Characteristics of Seasonal Variation of Shallow Earthquake Activities in the 
World, by Kazuo Matsumura. 
No. 319 Bearing Capacity and Plastic Flow of a Rate鵬SensitiveClay under Strip Loading, by 
Mamoru Mimura and Hideo Sekiguchi. 
Parts 3-4 (December, 1986) 
No. 320 A Numerical Study of Mantle Tectonic Flow as Relevant to the Cenozoic Structural 
Development of the East Asiatic Transition Zone, by Keiichi Nishimura. 
No. 321 Stability of Slender Reinforced Concrete Columns Subjected to Biaxially Eccentric Loads, 
by Satoshi Iwai, Koichi Minami and Minoru Wakabayashi. 
Volume 37 (1987) 
Part 1 (March, 1987) 
No. 322 A Note on Numerical Evaluation of Tsunami Theats by Simple Hydrodynamic and 
Stochastic Models 弐eferringto Historical Descriptions, by Shigehisa Nakamura. 
No. 323 Dispersion of Bed Load Particles, by Kenji Sawai. 
Part 2 (June, 1987) 
No. 324 Observational Study of Landslide Mechanism in the Area of Crystalline Schist (Part 2）一
An Application of 2-D F. E. M.一， byAkira Suemine. 
No. 325 Hazard Zone討appingin Respect to the Damages to Wooden Houses due to Breaking of 
Levee, by Tamotsu Takahashi and Hajime Nakagawa. 
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Part 3 (September, 1987) 
No. 326 A Numerical Prediction of Semidiurnal Current Patterns in Tanabe Bay, by Shigehisa 
Nakamura. 
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7 ンター 173 
地震テクトニクスと地震発生の原因・メカニズムを解明し 防災研究のための地震予知法の確






































































水資源共同ネットワーク研究領域（客員） : 1 ）水環境の経済的分析と評価， 2）河川
食・堆積環境と生物の棲み場所構造の関係， 3）琵琶湖水資源・水環境調査研究， 4）広域陸
菌・大気相互作用観灘・実験（琵琶湖プロジェクト）．
10.巨大災害研究センター
わが国のような先進国では，都市社会構造の高度化によって，また発展途上田では，人口，
経済，環境というトリレンマの下で，災害脆弱性が大きくなっている．そのため，巨大災害の
されている．巨大災害は，異常な自然外力のみならず，極めて人間的な要国によっ
て発生・拡大する．したがって，自然科学と社会科学の研究を融合させた閣内・間際共同研究
を行い，総合減災システムを確立する必要がある．本研究センターでは，！日前災科学資料セン
ター ， i民地域防災システム研究センターによって行われてきた園内外突発災害調査などの文献，
資料の収集・保管を継続しており，また，自然災害データベース fSAIGAUを構築し，自然
災害総合研究班の活動を支援することになっている．また，庄大災害研究会を年数回，公開で
開催するとともに 日本自然災害学会の事務局を担当している．研究では， 1）災害による人
を軽減を図る巨大災害過程研究領域 2）災害発生後の効果的な対応を可能にする災害
情報システム研究領域， 3）災害による社会的被害を軽減するための被害抑止システム研究領
域を 3つの柱としている．さらに 災害史・災害変貌機構研究領域（客員），自然災害研究・
情報ネットワーク研究領域（客員），間際災害情報ネットワーク研究領域（外国人客員）の研
を行う．これらによって，国内の共同研究の推進はもとより，総合的な防災社会システムの
を自的とした国際ワークショップを毎年開鑑し，この方面の研究の世界の 1大拠点を目指
す．
8 25日 却制
8 1日
妨災研究所
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